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　活動の成果を発表するため、毎年、「特別養護

老人ホーム 峰山荘」「介護老人保健施設 幸寿園」

を慰問し、歌や踊りを披露しています。

協和仙人大学　音楽学部の皆さん
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Apr.2016 DAISEN City Council News 第１回定例会の概要

議
会
運
営
委
員
会
提
出
議
案

人
　
事
　
案

条
　
例
　
案

第１回定例会
　第１回定例会は、２月25日から３月18日までの23日間
の会期で行われました。
　本会議１日目に、栗林市長の施政方針演説が行われま
した。
　議会運営委員会提出の条例案１件、市議会会議規則改
正案１件、市当局提出の人事案32件、条例案27件、単行
案14件、補正予算案14件、当初予算案21件を同意・可決
したほか、継続審査していた請願１件を不採択、新たに
提出された陳情２件を採択、１件を不採択とし、意見書
案２件を原案可決しました。
　一般質問は、２日間にわたって７人の議員が、市政全
般について市当局に質問をしました。
　また、本会議最終日には、公共施設等総合管理計画調
査特別委員会（委員長　児玉裕一）から中間報告があり
ました。

　※第１回定例会の録画映像は、大仙市ホームページの議会のページでご覧いただけます。
　　　　〈市議会トップページ→議会中継（映像アーカイブ）→平成28年第１回定例会　本会議〉

▼
大
仙
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て
（
全
会
一
致

で
可
決
）

　
標
準
市
議
会
会
議
規
則
が
改
正
さ
れ
、

同
会
議
規
則
第
２
条
第
２
項
に
新
た
に
議

員
が
出
産
の
た
め
、
会
議
に
出
席
で
き
な

い
と
き
の
欠
席
届
の
規
定
が
整
備
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
大
仙
市
議
会
に
お
い
て
も

会
議
規
則
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

▼
大
仙
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
全
会
一

致
で
可
決
）

　
行
政
機
構
改
革
に
伴
い
、
企
画
産
業
常

任
委
員
会
の
所
管
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

（
農
林
商
工
部
↓
農
林
部
・
経
済
産
業
部
）

▼
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て
（
全
会
一
致

で
同
意
）

◇
老
松
博
行
氏
（
川
目
＝
再
任
）

▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
全
会

一
致
で
同
意
）

◇
小
林
和
子
氏
（
大
曲
金
谷
町
＝
再
推
薦
）

◇
髙
橋
庄
孝
氏
（
藤
木
＝
再
推
薦
）

▼
大
仙
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
服

務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
全
会
一
致
で
可

決
）

　
消
防
団
の
組
織
機
構
の
再
編
に
合
わ
せ
、

定
数
を
見
直
し
ま
し
た
。（
１
６
９
１
人

↓
１
３
７
５
人
）

▼
行
政
機
構
の
改
革
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
へ
の
取
組
強
化
、

商
工
振
興
・
企
業
対
策
な
ど
の
重
要
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、
農
林
商
工
部
を
廃
止

し
、
農
林
部
と
経
済
産
業
部
を
設
置
す
る

も
の
で
、
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

▼
大
仙
市
犯
罪
被
害
者
等
見
舞
金
支
給
条

例
の
制
定
に
つ
い
て（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
犯
罪
行
為
に
よ
り
、
不
慮
の
死
を
遂
げ

ら
れ
た
方
の
遺
族
、
ま
た
は
傷
害
を
負
っ

た
方
に
対
し
て
見
舞
金
を
支
給
し
、
被
害

者
等
の
生
活
の
安
定
と
精
神
的
被
害
の
軽

減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
し
ま
し
た
。

▼
だ
い
せ
ん
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
新
市
誕
生
10
年
の
節
目
を
迎
え
、
市
民

と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
市
民
が
主
役
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
本
市
の

自
治
基
本
条
例
と
し
て
制
定
し
ま
し
た
。

だいせんまちづくり基本条例を可決

▲本会議　起立採決の様子
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２

単
　
行
　
案

補
　
正
　
予
　
算

当
　
初
　
予
　
算

【
反
対
討
論
】

▽
佐
藤
文
子  

議
員
（
日
本
共
産
党
）

　
平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
国
の

地
方
財
政
計
画
に
従
っ
た
予
算
編
成
で
あ

り
、
地
方
交
付
税
へ
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

方
式
の
導
入
に
伴
い
、
各
種
事
業
の
賃
金

や
業
務
委
託
料
な
ど
が
減
額
計
上
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関

連
し
て
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
務
費

や
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整

備
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
漏
え
い
な
ど
の
恐
れ
が
あ
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
の
推
進
予
算
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
平
成
28
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

や
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
な
ど
予
算

案
４
件
に
は
、
い
ず
れ
も
地
方
公
営
企
業

法
適
用
移
行
業
務
の
経
費
が
計
上
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
の
財
源
は
、
国
の

補
助
金
や
地
方
債
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
く
、
公
営
企
業

会
計
で
あ
る
上
水
道
事
業
会

計
の
よ
う
に
、
料
金
収
入
で

も
っ
て
す
べ
て
を
運
営
す
る

こ
と
は
将
来
的
に
も
で
き
な

い
。
公
営
企
業
会
計
へ
の
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
に

は
制
約
が
あ
り
、
使
用
料
金

の
引
き
上
げ
に
つ
な
が
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
予
算
案
に
反
対
す
る
も
の

で
あ
る
。

【
賛
成
討
論
】

▽
石
塚　
柏  

議
員
（
大
地
の
会
）

　
平
成
26
年
度
一
般
会
計
の
決
算
は
、
市

債
の
発
行
が
61
億
７
３
０
０
万
円
、
公
債

費
は
54
億
７
７
０
０
万
円
で
、
６
億
９
６

０
０
万
円
の
債
務
の
増
加
で
あ
っ
た
。
平

成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
で
は
、
市
債
の

発
行
が
40
億
６
４
０
０
万
円
、
公
債
費
が

50
億
７
６
０
０
万
円
で
、
債
務
を
11
億
１

２
０
０
万
円
減
ら
す
予
算
で
あ
っ
た
。
平

成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
は
市
債
の
発
行

が
29
億
４
３
０
０
万
円
、
公
債
費
が
50
億

８
５
０
０
万
円
で
、
21
億
４
２
０
０
万
円

の
債
務
を
減
ら
す
予
算
案
と
な
っ
て
い
る
。

歳
入
規
模
が
縮
小
す
る
中
、
平
成
28
年
度

中
に
市
債
の
発
行
を
抑
制
す
る
こ
と
は
厳

し
い
財
政
運
営
が
予
想
さ
れ
る
が
、
期
待

を
込
め
て
本
案
に
賛
成
す
る
。

▼
第
２
次
大
仙
市
総
合
計
画
基
本
構
想
の

策
定
に
つ
い
て
（
賛
成
多
数
で
可
決
）

　
現
行
の
大
仙
市
総
合
計
画
基
本
構
想
の

計
画
期
間
が
終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
向

こ
う
10
年
間
の
展
望
の
下
、
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
第
２
次
大

仙
市
総
合
計
画
基
本
構
想
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。

▼
平
成
27
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
７
号
）（
賛
成
多
数
で
可
決
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
19
億
４
９
２

万
７
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
総
額
は

４
９
６
億
１
１
５
６
万
６
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
主
な
も
の
は
、
㈱
秋
田
バ
イ
オ
マ
ス
チ

ッ
プ
が
協
和
地
域
稲
沢
地
区
に
建
設
予
定

の
木
質
燃
料
チ
ッ
プ
製
造
工
場
建
設
事
業

に
対
す
る
貸
付
金
１
億
円
、
10
路
線
の
生

活
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る
バ
ス
事
業
者
へ

の
補
助
金
５
２
２
０
万
１
千
円
、
保
育
施

設
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
等
に
対
す

る
給
付
費
負
担
金
１
億
１
３
０
５
万
２
千

円
、
農
地
中
間
管
理
機
構
へ
の
農
地
の
出

し
手
に
対
す
る
補
助
金
１
億
７
７
９
２
万

４
千
円
、
国
の
補
正
予
算
に
よ
り
創
設
さ

れ
た
「
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
」
を
活

用
し
、
花
火
産
業
構
想
に
基
づ
く
各
種
施

策
を
実
施
す
る
経
費
１
億
１
８
９
２
万
３

千
円
な
ど
で
す
。

▼
平
成
27
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
号
）（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
３
２
３
万

９
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
総
額
は
４

９
６
億
３
４
８
０
万
５
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　
平
成
27
年
産
大
豆
の
収
量
及
び
品
質
の

確
定
に
伴
う
市
単
独
補
助
金
２
３
２
３
万

９
千
円
の
補
正
で
す
。

▼
平
成
28
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
予
算

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

　
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は

４
５
５
億
９
４
３
０
万
円
で
、
前
年
度
比

４
億
４
５
９
０
万
円
（
１
％
）
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
市
街
地
再
開
発
事
業
が
終
了

し
、
平
成
27
年
度
当
初
よ
り
予
算
規
模
が

縮
小
す
る
も
の
と
見
込
ん
で
お
り
ま
し
た

が
、
低
所
得
者
へ
の
臨
時
福
祉
給
付
事
業

の
継
続
や
秋
田
お
ば
こ
農
業
協
同
組
合
の

「
直
売
所
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・
加
工
所
の
複

合
的
施
設
」
建
設
へ
の
補
助
の
ほ
か
、
除

雪
対
策
費
の
当
初
予
算
計
上
に
よ
り
、
前

年
度
に
比
べ
予
算
増
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

な
ど
18
特
別
会
計
予
算
の
総
額
は
１
９
７

億
５
５
７
７
万
９
千
円
、
市
立
大
曲
病
院

事
業
会
計
な
ど
２
企
業
会
計
予
算
の
総
額

は
23
億
６
０
１
６
万
円
で
、
こ
れ
ら
を
合

わ
せ
た
大
仙
市
全
体
の
予
算
は
６
７
７
億

１
０
２
３
万
９
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

だいせん市議会だより　平28.4第１回定例会の概要

平成２８年度一般会計・特別会計・企業会計予算 ）円千：位単（ 

計

会　計　名 予　算　額 前年度比

特
　
別
　
会
　
計

業
企

計
会

　

一 般 会 計
国 民 健 康 保 険 事 業
後 期 高 齢 者 医 療
土 地 区 画 整 理 事 業
学 校 給 食 事 業
奨 学 資 金
簡 易 水 道 事 業
公 共 下 水 道 事 業
特定環境保全公共下水道事業
特定地域生活排水処理事業
農 業 集 落 排 水 事 業
ス キ ー 場 事 業
太陽光発電事業（新規）
財 産 区（６ 地 区）
市 立 大 曲 病 院 事 業
上 水 道 事 業

45,594,300

10,478,761

866,939

815,076

1,025,445

30,809

2,513,105

1,699,340

791,307

24,632

1,310,892

69,943

121,133

8,397

997,669

1,362,491

67,710,239

1.0％

▲ 7.2％

1.6％

▲ 30.7％

▲ 0.8％

▲ 1.5％

37.0％

▲ 2.0％

▲ 1.9％

0.4％

▲ 0.3％

▲ 1.8％

－％

▲ 79.5％

1.0％

27.6％

0.4％
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10
カ
年
の
総
合
計
画
が
始
ま

る
が
、
財
政
の
健
全
化
の
取
り
組
み
の
内

容
は
。

総
合
計
画
の
前
期
５
カ
年
で

新
規
市
債
の
発
行
残
高
は
、
平
成
33
年
度

末
で
７
０
０
億
円
程
度
に
な
る
見
込
み
で

あ
る
。
ま
た
、
後
期
総
合
計
画
は
市
債
の

発
行
を
７
割
に
抑
え
、
平
成
37
年
度
末
に

は
６
０
０
億
円
に
抑
制
す
る
。

最
近
、
公
務
員
の
不
祥
事
が
続

く
が
、
大
仙
市
職
員
の
不
祥
事
は
な
い
。

ま
た
、
財
政
健
全
化
の
た
め
に
早
期
退
職

に
協
力
し
て
い
る
。
定
年
に
関
し
て
は
官

民
の
処
遇
が
逆
転
し
て
い
る
。
職
員
の
再

任
用
を
進
め
て
い
る
が
、
再
任
用
職
員
と

若
手
職
員
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
影
響

は
な
い
の
か
。

定
年
制
の
官
民
の
格
差
は
、
民

間
の
多
く
の
企
業
が
継
続
雇
用
制
度
を
採

用
し
て
い
る
の
で
、
官
民
の
差
異
は
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
再
任
用
職
員
は
、
全
く

別
の
業
務
に
就
い
た
り
、
上
下
関
係
が
逆

転
し
た
り
す
る
が
、
退
職
前
に
気
持
ち
を

切
り
替
え
る
こ
と
が
大
切
と
説
明
し
て
い

る
。
再
任
用
制
度
は
若
手
職
員
の
昇
任
・

昇
格
に
影
響
せ
ず
、
ま
た
、
平
成
28
年
度

か
ら
人
事
評
価
制
度
を
実
施
す
る
こ
と
か

ら
、
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
業
務
に
精

励
す
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

公
文
書
館
は
維
持
費
や
将
来

改
築
も
あ
る
の
で
、
そ
の
存
在
価
値
が
わ

か
る
よ
う
に
保
存
・
展
示
の
企
画
が
必
要
。

ま
た
、
明
治
以
降
の
民
間
の
歴
史
資
料
の

保
存
は
ど
う
か
。

公
文
書
館
の
存
在
意
義
を
啓

発
す
る
取
り
組
み
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
講
演
会
の
開
催
、
刊
行
物
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
発
信
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

古
文
書
解
読
や
小
中
学
校
と
の
教
育
と
の

連
携
は
最
も
重
要
と
考
え
る
。
全
市
的
保

存
は
、
公
文
書
館
が
中
心
と
な
っ
て
民
間

所
在
の
古
文
書
の
情
報
共
有
を
進
め
、
郷

土
史
家
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
解
読
を
進
め

る
団
体
と
保
存
の
体
制
を
作
っ
て
ま
い
り

た
い
。

ここがききたい！一般質問

市
職
員
の
定
年
延
長
で
、

　
　
　
　
　
職
員
意
欲
へ
の
影
響
は

歴
史
的
記
録
物
の
保
存
は

Ｑ 

総
合
計
画
の

　
　
　

 

財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
は

Ａ 

10
年
間
で
６
０
０
億
円
ま
で

　

 　
　
　
　
　
市
債
残
高
を
減
ら
す

石塚　　柏　議員
大地の会

質
問

質
問

市
長

市
長

質
問

市
長

地
域
間
で
除
雪
状
況
に
差
が
生

じ
な
い
よ
う
、
一
斉
除
雪
の
実
施
に
つ
い

て
柔
軟
な
対
応
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

安
全
確
保
等
の
た
め
、
日
中
は

出
動
し
な
い
な
ど
、
地
域
に
よ
り
除
雪
車

出
動
の
状
況
が
異
な
る
ケ
ー
ス
が
生
じ
て

い
る
が
、
除
雪
の
出
動
判
断
支
援
シ
ス
テ

ム
の
導
入
や
路
線
別
の
除
雪
水
準
を
明
確

化
す
る
な
ど
必
要
な
見
直
し
を
行
っ
た
。

道
路
・
気
象
状
況
等
を
総
合
的
に
判
断
し
、

き
め
細
や
か
な
除
雪
作
業
を
心
が
け
て
い

く
。

子
ど
も
や
老
人
向
け
に
、
歩
行

者
用
反
射
材
を
支
給
で
き
な
い
か
。

平
成
24
年
度
か
ら
毎
年

新
入
学
児
童
に
配
付
し
て
い
る
。
高
齢
者

に
は
交
通
安
全
会
や
交
通
安
全
母
の
会
な

ど
の
ご
協
力
で
、
靴
に
貼
る
反
射
材
や
反

射
バ
ッ
グ
な
ど
を
配
付
し
て
い
る
。
ま
た
、

秋
の
稔
り
フ
ェ
ア
や
交
通
安
全
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
も
、
各
種
反
射
材
を
配
付
し
て
い

る
。

小
中
学
校
の
自
転
車
通
学
者
に

安
全
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
支
給
で
き
な
い
か
。

安
全
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
に

つ
い
て
は
、
保
護
者
と
の
合
意
の
上
で
取

り
組
ん
で
い
る
。
着
用
し
て
い
る
中
学
校

で
は
、
自
己
負
担
で
の
購
入
や
兄
弟
等
の

お
下
が
り
を
利
用
し
て
い
る
。
合
意
が
得

ら
れ
ず
着
用
さ
せ
て
い
な
い
学
校
で
は
、

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
や
自
転
車
の
乗
り
方

指
導
に
力
を
入
れ
、
安
全
確
保
に
努
め
て

い
る
。

介
護
事
業
所
の
実
態
調
査
が
必

要
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

介
護
事
業
経
営
概
況
調
査
を
、

今
年
５
月
に
国
が
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、

そ
れ
ら
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
併
せ
て
介

護
保
険
事
務
所
か
ら
も
情
報
を
得
て
、
状

況
を
把
握
す
る
。

介
護
現
場
に
お
け
る
虐
待
の
実

態
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

い
か
か
が
。本

市
で
は
犯
罪
性
の
あ
る
虐
待

の
事
例
は
発
生
し
て
い
な
い
。
虐
待
防
止

に
は
介
護
職
員
の
研
修
等
が
重
要
で
あ
り
、

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
て
い
る
。
事

業
所
な
ど
施
設
の
虐
待
防
止
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
継
続
し
、
虐
待

を
い
ち
早
く
発
見
で
き
る
体
制
を
充
実
さ

せ
て
い
く
。

歩
行
者
用
反
射
材
・

　
　
　
安
全
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
支
給
を

介
護
現
場
の
実
態
調
査
を

Ｑ 

一
斉
除
雪
実
施
に
柔
軟
な
対
応
を

Ａ 

き
め
細
や
か
な

　

 　
　
　
　
除
雪
作
業
を
心
が
け
る

藤田　和久　議員
日本共産党

質
問

質
問

質
問

市
長

教
育
長

老
松
副
市
長

質
問

質
問

市
長

市
長



当
市
で
は
、
全
国
各
地
に
見
ら

れ
る
よ
う
な
高
額
返
礼
品
で
は
な
く
、「
寄

付
し
て
い
た
だ
い
た
方
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
と
し
て
お
礼
の
品
を
送
付
す
る
」
こ
と

を
重
視
し
て
い
る
が
、
地
元
企
業
や
商
店

の
活
性
化
、
地
元
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
や
観

光
振
興
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
を
有
効
活
用
す
べ
き
と

考
え
る
が
。返

礼
品
の
充
実
を
図
る
こ
と
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
一
つ
の
活
用
方
法

で
あ
り
、
自
治
体
の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
・
観

光
振
興
に
有
用
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
元

経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
も
の
と
し
て
、

広
く
市
民
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
当
市
と
し
て
も
看
過
で

き
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
今
後
、
返
礼
品
に
つ
い
て
は
、
市
を
Ｐ

Ｒ
す
る
一
つ
の
ツ
ー
ル
と
捉
え
、
物
産
開

発
や
観
光
推
進
に
結
び
つ
く
制
度
を
構
築

し
て
い
き
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
手
法
と
の

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た「
大
仙
ス
タ
イ
ル
」の

手
法
に
つ
い
て
年
内
を
目
途
に
検
討
す
る
。

※

こ
の
ほ
か
、
財
政
の「
見
え
る
化
」公
会

計
制
度
の
改
革
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
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社
会
イ
ン
フ
ラ
を
長
持
ち
さ
せ

る
た
め
、
早
期
発
見
・
補
修
に
向
け
た
対

策
を
市
民
と
協
働
で
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
提
案
す
る
。

市
で
は
、
統
合
型
Ｇ
Ｉ

Ｓ
を
用
い
た
道
路
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
整

備
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
シ
ス
テ
ム
と
近
い
機
能
を
持
た
せ
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
市
民
か
ら
情
報
を

手
軽
に
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
仕
組
み
も

検
討
し
、
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
て
研
究

を
進
め
て
い
く
。

「
日
本
一
の
花
火
の
街
、
大
仙

市
」
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
、

市
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

創
っ
て
は
ど
う
か
。

花
火
を
題
材
と
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
作
成
は
、
市
民

意
識
や
知
名
度
の
向
上
、
観
光
振
興
、
ま

ち
お
こ
し
な
ど
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
有

効
と
思
わ
れ
る
の
で
、
花
火
産
業
構
想
の

一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

ふ
る
さ
と
納
税
の
有
効
活
用
は

Ｑ 

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
活
用
し
た

 　
　
　
　
　
　
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

Ａ 

近
い
機
能
を
持
つ
シ
ス
テ
ム

　

 　
　
　
　
構
築
の
研
究
を
進
め
る

秩父　博樹　議員
大地の会

市
民
み
ん
な
の
願
い
で
あ
る
健

康
長
寿
に
欠
か
せ
な
い
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ

に
、
よ
り
多
く
の
参
加
を
促
す
た
め
、
健

康
づ
く
り
実
行
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
し
、
貯
ま
る
と
、
地
域
商
品
券
や
公
共

施
設
の
利
用
券
、
全
国
で
使
え
る
ポ
イ
ン

ト
と
の
交
換
等
が
で
き
る
健
幸
ポ
イ
ン
ト

制
度
の
試
行
が
始
ま
っ
て
い
る
。
市
民
は

健
康
と
実
利
恩
恵
が
得
ら
れ
、
健
康
度
向

上
で
医
療
費
や
介
護
費
の
抑
制
に
つ
な
が

り
、
国
保
会
計
や
介
護
保
険
会
計
改
善
が

期
待
で
き
る
こ
の
制
度
を
導
入
し
た
ら
ど

う
か
。

健
幸
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
、
内
閣

府
の
地
域
活
性
化
総
合
特
区
で
、
平
成
26

年
か
ら
国
と
６
市
及
び
筑
波
大
学
等
の
研

究
機
関
で
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実

施
さ
れ
て
い
る
。
健
幸
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
、

健
康
長
寿
の
た
め
の
運
動
参
加
率
向
上
の

た
め
の
手
法
と
し
て
興
味
深
い
。
実
施
自

治
体
の
取
り
組
み
や
効
果
等
も
参
考
に
、

導
入
を
研
究
し
た
い
。
　
　

移
住
定
住
戦
略
と
思
わ
れ
る

「
だ
い
せ
ん
ラ
イ
フ
」
と
は
ど
ん
な
イ
メ

ー
ジ
な
の
か
。

「
だ
い
せ
ん
ラ
イ
フ
」
は
、
本
市

が
豊
か
な
自
然
や
風
土
、
文
化
に
恵
ま
れ
、

子
育
て
環
境
や
教
育
に
優
位
性
を
持
ち
、

花
火
産
業
構
想
に
代
表
さ
れ
る
新
た
な
産

業
振
興
に
取
り
組
む
、
住
み
良
く
元
気
な

ま
ち
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
市
民
と
意
識

共
有
さ
れ
て
い
る
生
活
ス
タ
イ
ル
を
示
す

概
念
で
あ
る
。

推
進
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。新

年
度
か
ら
企
画
部
ま
ち
づ
く

り
課
に
「
だ
い
せ
ん
ラ
イ
フ
促
進
班
」
を

設
置
し
、
移
住
定
住
に
関
す
る
窓
口
を
一

本
化
し
、
首
都
圏
ふ
る
さ
と
会
や
県
と
連

携
し
、
よ
り
密
度
の
高
い
情
報
の
発
信
と

収
集
に
努
め
る
。

※

こ
の
ほ
か
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
在
り
方
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

「
だ
い
せ
ん
ラ
イ
フ
」
と
は

Ｑ 

市
民
の
健
康
増
進
策
と
し
て

　

 

健
幸
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
導
入
し
て
は

Ａ 

先
進
自
治
体
の
取
り
組
み
や

　

 　
　
効
果
を
参
考
に
研
究
し
た
い

金谷　道男　議員
大地の会

▲市民が参加した
　　全県一斉ウォーキング

質
問

質
問

市
長

久
米
副
市
長

質
問

市
長

質
問

質
問

市
長

質
問

市
長

市
長



公
契
約
適
正
化
の
取
り
組
み

等
で
、
公
共
工
事
関
係
労
働
者
の
賃
金
は

上
昇
し
た
の
か
。

４
年
ご
と
に
実
施
す
る
中
小

企
業
賃
金
実
態
調
査
で
平
成
23
年
度
と
平

成
27
年
度
を
比
較
す
る
と
、
建
設
業
で
は

減
少
し
て
い
る
一
方
、
製
造
業
で
は
増
加

し
て
い
る
。
業
種
全
体
で
は
、
平
成
23
年

度
平
均
年
齢
42
歳
で
21
万
６
０
２
４
円
に

対
し
、
平
成
27
年
度
平
均
年
齢
45
．
９
歳

で
20
万
５
６
７
７
円
と
減
少
し
て
い
る
。

公
共
工
事
な
ど
の
公
契
約
に

お
い
て
、
地
域
全
体
の
雇
用
・
賃
金
・
労

働
条
件
の
確
保
な
ど
に
大
き
な
効
果
を
発

揮
し
て
い
る
公
契
約
条
例
を
、
大
仙
市
で

も
制
定
に
向
け
検
討
し
て
は
。

賃
金
が
下
が
っ
て
い
る
と
な

れ
ば
、
何
ら
か
の
対
策
を
取
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
公
契
約
条
例
は
公
共

工
事
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
市
が
発
注

す
る
業
務
委
託
な
ど
全
体
的
な
課
題
と
捉

え
て
お
り
、
今
後
、
条
例
を
制
定
し
て
い

る
秋
田
市
の
現
状
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

条
例
制
定
に
向
け
て
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
」
の

生
活
圏
調
査
と
支
援
に
新
し
い
視
点
と
し

て
、
家
屋
・
土
地
の
「
こ
れ
か
ら
」
に
関

わ
る
意
向
や
要
望
、
実
態
調
査
を
し
、
見

え
て
く
る
課
題
に
対
し
て
行
政
が
で
き
る

支
援
体
制
の
確
立
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

高
齢
化
社
会
の
到
来
に

よ
り
た
く
さ
ん
の
問
題
が
表
面
化
し
て
き

て
お
り
、「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
」
の

家
屋
や
土
地
の
管
理
・
処
分
な
ど
も
そ
の

一
つ
で
あ
る
。

　
今
後
、「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
」
が

ま
す
ま
す
増
加
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

い
わ
ゆ
る
「
放
置
空
き
家
」
の
増
加
は
予

測
で
き
、
行
政
と
し
て
も
予
防
策
が
必
要

と
考
え
る
。
比
較
的
元
気
で
自
己
選
択
が

可
能
な
う
ち
に
管
理
・
処
分
等
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
の
必
要
性
の
啓
発
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
過
程
で
の
働
き
か
け
な
ど
さ

ま
ざ
ま
取
り
組
み
が
考
え
ら
れ
る
。
行
政

が
個
人
の
財
産
の
管
理
や
処
分
に
直
接
介

入
は
難
し
い
が
、
相
談
に
つ
な
ぐ
な
ど
の

仕
組
み
を
作
る
こ
と
は
可
能
と
思
う
の
で
、

今
後
具
体
的
に
検
討
す
る
。
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Ｔ
Ｐ
Ｐ
発
効
に
よ
る
国
・
県
で

の
経
済
効
果
分
析
が
示
さ
れ
、
農
林
水
産

物
へ
の
減
少
額
が
発
表
さ
れ
た
。
大
仙
市

で
は
ど
の
程
度
の
減
少
額
が
生
じ
る
の
か
。

国
の
試
算
方
法
を
準
用
し
た

県
の
試
算
結
果
で
は
、
県
全
体
で
の
影
響

は
14
億
２
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
市
の

農
産
物
へ
の
試
算
で
は
、
影
響
が
大
き
い

と
さ
れ
る
米
・
畜
産
部
門
に
つ
い
て
、
牛

肉
５
３
０
０
万
円
、
８
．
８
％
、
豚
肉
７

７
０
０
万
円
、
５
％
、
牛
乳
・
乳
製
品
５

０
０
万
円
、１
．９
％
が
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
、

米
に
関
し
て
は
国
・
県
と
同
様
に
生
産
額

の
減
少
は
な
い
と
い
う
結
果
で
あ
る
。

国
で
は
、
備
蓄
米
を
毎
年
33
万

ｔ
、
飼
料
用
米
や
主
食
用
米
以
外
に
販
売

し
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
輸
入
さ
れ
る
流
通
量
を
抑

え
る
対
策
を
講
じ
る
こ
と
で
、
価
格
面
へ

の
影
響
を
「
ゼ
ロ
」
と
見
て
い
る
。
県
も

市
も
同
様
の
試
算
だ
が
、
流
入
す
る
外
国

産
米
が
国
産
米
よ
り
安
い
に
決
ま
っ
て
い

る
。
国
産
米
価
格
の
下
落
に
直
結
し
、
備

蓄
米
も
大
量
に
出
回
る
こ
と
で
、
生
産
調

整
の
見
直
し
に
伴
い
進
め
て
き
た
飼
料
用

米
の
増
産
に
逆
行
す
る
。
市
で
は
コ
メ
へ

の
影
響
「
ゼ
ロ
」
を
ど
う
受
け
止
め
て
い

る
か
。

生
産
現
場
か
ら
の
疑
問
の
声

は
あ
る
が
、
市
独
自
の
算
定
基
準
を
持
ち

合
わ
せ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
国
・
県
と

同
様
の
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
安
価
な
輸

入
米
の
増
加
に
よ
る
米
価
全
体
の
下
落
や
、

国
産
米
の
需
要
減
少
、
農
業
者
の
生
産
意

欲
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。

米
の
直
接
支
払
交
付
金
等
の

大
幅
増
額
で
農
業
所
得
保
障
の
確
保
と
安

定
に
つ
な
げ
、
大
仙
市
農
業
を
死
守
・
維

持
し
て
い
く
の
が
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
へ
の
最

高
の
対
応
で
は
な
い
か
。

国
は
平
成
30
年
産
か
ら
、
米
の

直
接
支
払
交
付
金
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
こ
の
決
定
に
従
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
国
の
動
向
を
注
視
し
、
国
の
施
策
で

有
効
活
用
が
で
き
る
も
の
は
最
大
限
に
活

用
し
、国
・
県
の
対
策
で
不
十
分
な
部
分
は
、

市
独
自
の
施
策
で
補
完
す
る
。

ここがききたい！一般質問

コ
メ
へ
の
影
響
「
ゼ
ロ
」
を

　
　
　
　
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か

国
・
県
の
所
得
支
援
策
は

Ｑ 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
に
よ
る

　

 　
　
　
　
　
大
仙
市
へ
の
影
響
は

Ａ 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
発
効
の
影
響
は

　

 　
　
　
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
及
ぶ

Ｑ 

労
働
条
件
確
保
に
効
果
を
発
揮
す
る

　

 　
　
　
　
　
　
公
契
約
条
例
の
制
定
を

冨岡　喜芳　議員
大地の会

質
問

質
問

市
長

質
問

市
長

市
長

市
長

市
長

質
問

老
松
副
市
長

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
に
新
し
い
視
点
を

Ａ 

条
例
制
定
に
向
け
、

　

 　
　
　
　
　
進
め
て
ま
い
り
た
い

佐藤　文子　議員
日本共産党

質
問

質
問
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Ｑ 

主
要
転
作
品
目「
大
豆
」助
成
の

　

 　
　
　
　
　
　
　
必
要
性
を
問
う

Ａ 

国
・
県
助
成
を
判
断
し
、

　

 　
　
　
　
　
　
市
の
補
填
も
検
討

本間　輝男　議員
大地の会

全
市
で
１
０
０
０
㏊
以
上
作
付

さ
れ
て
い
る
大
豆
は
、
国
の
水
田
活
用
の

直
接
支
払
交
付
金
を
活
用
し
た
収
益
性
の

高
い
作
物
と
し
て
注
目
さ
れ
、
作
付
面
積

が
増
加
し
て
い
る
。
さ
ら
に
太
田
地
域
２

０
０
㏊
、
大
曲
地
域
１
１
０
㏊
、
協
和
地

域
83
㏊
、
中
仙
地
域
１
０
２
㏊
、
仙
北
地

域
41
㏊
な
ど
、
全
市
で
５
４
９
㏊
が
団
地

加
算
対
象
に
あ
る
。
平
成
28
年
度
の
団
地

加
算
交
付
金
の
流
れ
と
交
付
額
を
伺
う
。

平
成
28
年
度
か
ら
国
の
運
用
の

見
直
し
に
よ
り
、
当
初
８
割
、
評
価
決
定

２
割
の
配
分
と
な
る
。
配
分
額
が
昨
年
度

と
同
水
準
と
仮
定
す
る
と
、
４
㏊
以
上
で

10
ａ
あ
た
り
８
千
円
、
８
㏊
以
上
で
１
万

６
千
円
、
12
㏊
以
上
で
２
万
４
千
円
程
度

の
交
付
予
想
で
あ
る
。

交
付
金
に
対
す
る
国
・
県
の
対

応
と
今
後
の
方
向
性
を
、
ど
う
捉
え
る
か
。

生
産
調
整
が
変
化
す
る
平
成
30

年
産
を
見
据
え
て
、
水
田
利
活
用
を
促
進

さ
せ
る
国
の
強
い
意
向
が
反
映
さ
れ
た
も

の
と
捉
え
て
い
る
。今
後
も
重
点
作
目「
大

豆
」
を
推
進
し
て
い
く
。

昨
年
、
大
規
模
団
地
の
増
加
に

伴
い
市
で
単
独
助
成
し
、
生
産
農
家
よ
り

好
評
を
得
た
。
今
後
も
支
援
を
継
続
し
て

い
く
の
か
。大

豆
に
力
強
く
支
援
す
る
姿
勢

に
変
わ
り
は
な
い
が
、
国
の
交
付
金
の
範

囲
を
原
則
と
す
る
。
し
か
し
当
初
見
込
み

が
異
な
る
場
合
に
は
、
市
の
一
般
財
源
か

ら
の
助
成
も
検
討
し
て
い
く
。

両
法
人
へ
の
市
補
助
金
と
積
立

金
の
整
合
性
を
ど
う
捉
え
る
か
。

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
営

安
定
の
た
め
に
支
援
し
て
い
る
が
、
総
合

的
に
勘
案
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。
積

立
金
は
両
法
人
に
存
在
す
る
が
、
将
来
の

施
設
の
建
て
替
え
や
修
繕
等
に
備
え
て
い

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

両
法
人
の
統
合
を
視
野
に
入
れ

た
将
来
的
な
方
向
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

公
益
性
の
高
い
法
人
で
あ
り
、

給
料
格
差
是
正
や
人
的
交
流
な
ど
、
法
人

の
意
向
を
伺
い
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。 「

大
曲
保
育
会
」「
大
空
大
仙
」
の

　
　
　
　
　
　
　
現
状
と
方
向
性
は

質
問

質
問

質
問

市
長

市
長

質
問

質
問

市
長

市
長

市
長

〔
１
月
〕

13
日
　
第
１
回
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
調
査
特
別
委
員
会

18
日
　
企
画
産
業
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

19
日
　
建
設
水
道
常
任
委
員
会
協
議
会
・
同
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

20
日
　
議
会
改
革
推
進
会
議
「
行
政
視
察
」（
〜
21
日
）

22
日
　
会
派
代
表
者
会
議
・
議
会
運
営
委
員
会

26
日
　
第
２
回
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
調
査
特
別
委
員
会

29
日
　
第
１
回
臨
時
会
・
会
派
代
表
者
会
議
・
議
員
説
明
会

〔
２
月
〕

１
日
　
総
務
民
生
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

３
日
　
新
政
会
・
市
民
ク
ラ
ブ
「
会
派
合
同
行
政
視
察
」（
〜
５
日
）

　
　
　
だ
い
せ
ん
の
会
「
行
政
視
察
」（
〜
５
日
）

８
日
　
議
員
説
明
会
・
会
派
代
表
者
会
議

９
日
　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
「
行
政
視
察
」（
〜
10
日
）

10
日
　「
地
方
創
生
」
を
学
ぶ
研
修
会
（
横
手
市
議
会
主
催
）

12
日
　
議
員
全
員
協
議
会
（
当
初
予
算
説
明
会
）・
議
員
説
明
会

15
日
　
企
画
産
業
常
任
委
員
会
協
議
会

17
日
　
第
３
回
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
調
査
特
別
委
員
会

18
日
　
議
会
運
営
委
員
会

22
日
　
第
４
回
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
調
査
特
別
委
員
会

25
日
　
第
１
回
定
例
会
（
第
１
日
）・
議
員
全
員
協
議
会

〔
３
月
〕

４
日
　
第
５
回
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
調
査
特
別
委
員
会

７
日
　
第
１
回
定
例
会
（
第
２
日
）・
議
会
運
営
委
員
会
・
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

８
日
　
第
１
回
定
例
会
（
第
３
日
）・
会
派
代
表
者
会
議

９
日
　
総
務
民
生
常
任
委
員
会
審
査

10
日
　
企
画
産
業
・
教
育
福
祉
・
建
設
水
道
常
任
委
員
会
審
査

　
　
　
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

11
日
　
総
務
民
生
・
企
画
産
業
・
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
審
査

14
日
　
企
画
産
業
常
任
委
員
会
協
議
会
・
議
会
改
革
推
進
会
議

16
日
　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
調
査
特
別
委
員
会
協
議
会
・
議
会
運
営
委
員
会

18
日
　
第
１
回
定
例
会
（
第
４
日
）・
議
会
運
営
委
員
会
・
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

23
日
　
大
地
の
会
「
行
政
視
察
」（
〜
25
日
）

25
日
　
新
政
会
・
市
民
ク
ラ
ブ
「
会
派
合
同
行
政
視
察
」（
〜
26
日
）

議会のうごき 平成28年 1月～3月
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公共施設等総合管理計画調査特別委員会の中間報告

公共施設の現状を検討

　公共施設等総合管理計画調査特別委員会（委員長　児玉裕一）は第１回市議会定例会で、次のとお
り中間報告を行いました。

第１．公共施設等総合管理計画策定に向けた事項について
①国が示した公共施設等総合管理計画の策定にあたっての指針では、地方自治体において、厳しい財政状況、

　人口減少により公共施設等の利用需要が変化することを踏まえ、更新・統廃合・長寿命化などを計画的に行い、

　公共施設等の最適な配置を実現することが必要とされている。この計画の策定にあたって、財政的将来展望

　に立ち、市民の負担を考慮すると、現段階における新たな施設の設置や更新の実施については、慎重に取り

　組まれたい。

②今後、既存の公共施設については、さらなる有効活用の観点から、複合的に利用することを考慮するとともに、

　市民ニーズの把握に務め、思い切った見直しを図られたい。

③公共施設等総合管理計画の策定にあたる市職員については、将来の財政難に対する危機感を持って、この作

　業に取り組んでいただきたい。

第２．グループ毎の提言
【庁舎】庁舎については、旧町村における７つの庁舎の現地調査を行ったほか、市当局より各庁舎の空きスペ

　ース及び庁舎における執務スペースの調査について報告をいただいた。その結果、それぞれの庁舎によって、

　執務スペースにバラツキが見られ、また、有効利用できるスペースのあることが、見受けられた。委員会と

　しては、支所機能は今後も不可欠なものであり、各支所庁舎については、空きスペースを最大限に有効利用

　できるよう、総合計画におけるハード事業の計画について、一考を要することを提言するものである。

【消防施設】消防施設は、平成２８年度からの大仙市消防団の再編に伴い、消防格納庫や詰所の削減が計画さ

　れている。これらの施設の再配置については、設置されている土地が借地の場合、将来において問題が生じ

　ないよう、地権者と協議し、出来る限り市有地とするよう提言するものである。

【墓園等施設】墓地については、高齢化や核家族化により将来、管理料を徴収できない事案が発生する可能性

　が大いにあるため、後々は市で管理することになる。永代使用料や管理料で管理が賄える方策を考えていた

　だくことを提言するものである。

【廃棄物処理施設】一般廃棄物最終処分場廃止事業計画に基づき、事業費の節減に努めていただくことを提言

　するものである。

【公民館】地域の生涯学習の場を提供する公民館は、従来から広い範囲で整備されてきているが、老朽化が進

　んでいる施設もあるため、更新計画も立てられている。将来的に人口減少社会を迎えるにあたっては、様々

　な施設や学校の余裕スペースなどを利用し、公民館事業や市民へのサービスが減少しないよう、地域と協議

　しながら施設整備計画を作成していただきたい。また、地域における集会施設等との関わりもあるため、今

　後も特別委員会で慎重審議していく。

第３．その他の指摘、要望事項
　これまでの所管課等のご協力をいただいた実態調査を踏まえて、これから計画実行される公共施設の建設にあ

たって、以下の提言をするものである。

①建物の新築・改築にあたっては、基本設計の内容・成果が具体的に議会に示されない事例が見られる。実施

　設計発注前に、議会に対して、基本設計の成果を十分に説明すべきである。

②新規ハード事業、特に建築物の進め方については、議会基本条例第９条に規定する、政策等の形成過程の議

　会に対する説明に、統一性が取れていない感がある。市の実施計画に搭載されていることはもちろんであるが、

　構想の段階から議会への情報提供を遅滞なく行い、適切な協議、意見交換がなされるよう願いたい。

▲２月17日・22日、各支所庁舎をはじめ、市内の各施設を現地調査しました。
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だいせん市議会だより　平28.4議決結果・賛否一覧
平成28年第１回定例会　議決結果

第１回定例会賛否一覧 ※議案等について、賛成、反対の双方があった場合のみ、表示しています。

番　号 件　名
議案第18号
議案第19号

議案第20号～26号
議案第27号～33号
議案第34号～40号
議案第41号～47号
議案第48号～49号
議案第50号

議案第51号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

議案第59号
議案第60号
議案第61号
議案第62号
議案第63号
議案第64号
議案第65号

議案第66号

議案第67号
議案第68号
議案第69号
議案第70号
議案第71号
議案第72号
議案第73号
議案第74号
議案第75号
議案第76号
議案第77号
議案第78号
議案第79号
議案第80号
議案第81号
議案第82号

議決結果
原案可決
同　意
すべて同意
すべて同意
すべて同意
すべて同意
すべて同意
原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

会派・議員名

議案等名

議案賛成者は○とし、反対者は●とします。議長は採決に加わらないため、斜線としています。

議決結果

大地の会 新政会 だいせんの会 市民
クラブ共産党

盛
隆
藤
佐

久
和
田
藤

子
文
藤
佐

一
裕
玉
児

誠
　
村
橋

美
武
谷
古

雄
芳
藤
佐

英
敏
橋
高

郎
緑
山
小

隆
　
木
茂

俊
秀
邊
渡

吉
清
藤
佐

治
栄
松
小

郎
五
本
橋

健
　
葉
千

男
輝
間
本

夫
忠
野
大

芳
喜
岡
冨

晴
幸
橋
高

柏
　
塚
石

男
育
藤
佐

健
　
藤
後

樹
博
父
秩

男
道
谷
金

吉
利
山
大

隆
　
田
武

正
　
田
鎌

○○○○○○○○○○○○　○○○○○○○○○○○●●○

○○○○○○○○○○○○　○○○○○○○○○○○●●○

○○○○○○○○○○○○　○○○○○○○○○○○●●○

○○○●○○○○○○○○　○○○○○○○○○○○●●○

○○○○○○○○○○○○　○○○○○○○○○○○●●○

○○○○○○○○○○○○　○○○○○○○○○○○●●○

○○○○○○○○○○○○　○○○○○○○○○○○●●○

○○○○○○○○○○○○　○○○○○○○○○○○●●○

●●●●●●●●●●●●　●●●●●●●●●●●○○○

●●●●●●●●●●●●　●●●●●●●●●●●○○○

議案第78号
第２次大仙市総合計画基本構想の策定について
議案第90号
平成27年度大仙市一般会計補正予算（第７号）
議案第102号
平成28年度大仙市一般会計予算
議案第108号
平成28年度大仙市簡易水道事業特別会計予算
議案第109号
平成28年度大仙市公共下水道事業特別会計予算
議案第110号
平成28年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計予算
議案第112号
平成28年度大仙市農業集落排水事業特別会計予算
請願第９号
ＴＰＰ交渉に関する請願
陳情第44号
「平和安全保障関連法」の廃止を求める陳情書

議案第70号
地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する
法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定に
ついて

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

不採択

不採択

大仙市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について
副市長の選任について
荒川財産区管理会財産区管理委員の選任について
峰吉川財産区管理会財産区管理委員の選任について
船岡財産区管理会財産区管理委員の選任について
淀川財産区管理会財産区管理委員の選任について
人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて
大仙市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制
定について
大仙市長及び副市長の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する
条例の制定について
大仙市議会の議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部を改
正する条例の制定について
大仙市行政不服審査法に基づく手数料条例の一部を改正する条例の
制定について
大仙市消防団員の定員、任免、服務等に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について
大仙市肉用牛特別導入事業基金条例の一部を改正する条例の制定に
ついて
大仙市営放牧場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
の制定について
大仙市太田農産物処理加工施設条例の一部を改正する条例の制定に
ついて
大仙市西仙北地域産物加工販売施設条例の一部を改正する条例の制
定について
大仙市過疎地域自立促進のための固定資産税の課税免除に関する条
例の一部を改正する条例の制定について
大仙市工業等振興条例の一部を改正する条例の制定について
大仙市特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償等に関する条
例の一部を改正する条例の制定について
大仙市公民館条例の一部を改正する条例の制定について
大仙市生活支援ハウス条例の一部を改正する条例の制定について
大仙市公園条例の一部を改正する条例の制定について
大仙市長期優良住宅建築等計画認定等手数料条例の一部を改正する
条例の制定について
大仙市大曲駅前第二地区都市再生住宅条例の一部を改正する条例の
制定について
大仙市女性センター設置及び管理に関する条例を廃止する条例の制
定について
大仙市民ゴルフ場整備運営基金条例を廃止する条例の制定について
行政機構の改革に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律の施行
に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について
大仙市地球温暖化対策基金条例の制定について
大仙市犯罪被害者等見舞金支給条例の制定について
大仙市消費生活センターの組織及び運営等に関する条例の制定につ
いて
だいせんまちづくり基本条例の制定について
大仙市観光情報センター条例の制定について
大仙市建築物エネルギー消費性能向上計画等認定手数料条例の制定
について
大仙市過疎地域自立促進計画の変更について
第２次大仙市総合計画基本構想の策定について
大仙市定住自立圏形成方針の策定について
大仙市過疎地域自立促進計画の策定について
協和中央地区簡易水道浄水施設整備工事請負契約の変更について
市道の路線の認定及び廃止について

番　号 件　名
議案第83号
議案第84号
議案第85号
議案第86号

議案第87号
議案第88号
議案第89号
議案第90号
議案第91号
議案第92号
議案第93号
議案第94号
議案第95号
議案第96号
議案第97号
議案第98号
議案第99号
議案第100号
議案第101号
議案第102号
議案第103号
議案第104号
議案第105号
議案第106号
議案第107号
議案第108号
議案第109号
議案第110号
議案第111号
議案第112号
議案第113号
議案第114号
議案第115号
議案第116号
議案第117号
議案第118号
議案第119号
議案第120号
議案第121号
議案第122号
議案第123号
議案第124号
議案第125号
議案第126号
議案第127号
請願第９号
陳情第42号
陳情第43号
陳情第44号
意見書案第27号
意見書案第28号

議決結果
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
同　意
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
不採択
採　択
採　択
不採択
原案可決
原案可決

平成２７年度大仙市太陽光発電事業特別会計への繰入額の変更につ
いて
平成２８年度大仙市簡易水道事業特別会計への繰入れについて
平成２８年度大仙市公共下水道事業特別会計への繰入れについて
平成２８年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計への繰入
れについて
平成２８年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計への繰入れ
について
平成２８年度大仙市農業集落排水事業特別会計への繰入れについて
平成２８年度大仙市スキー場事業特別会計への繰入れについて
平成２７年度大仙市一般会計補正予算（第７号）
平成２７年度大仙市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
平成２７年度大仙市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
平成２７年度大仙市土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）
平成２７年度大仙市学校給食事業特別会計補正予算（第３号）
平成２７年度大仙市奨学資金特別会計補正予算（第１号）
平成２７年度大仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）
平成２７年度大仙市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）
平成２７年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算
（第２号）
平成２７年度大仙市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
平成２７年度大仙市太陽光発電事業特別会計補正予算（第１号）
平成２７年度大仙市上水道事業会計補正予算（第２号）
平成２８年度大仙市一般会計予算
平成２８年度大仙市国民健康保険事業特別会計予算
平成２８年度大仙市後期高齢者医療特別会計予算
平成２８年度大仙市土地区画整理事業特別会計予算
平成２８年度大仙市学校給食事業特別会計予算
平成２８年度大仙市奨学資金特別会計予算
平成２８年度大仙市簡易水道事業特別会計予算
平成２８年度大仙市公共下水道事業特別会計予算
平成２８年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計予算
平成２８年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計予算
平成２８年度大仙市農業集落排水事業特別会計予算
平成２８年度大仙市スキー場事業特別会計予算
平成２８年度大仙市太陽光発電事業特別会計予算
平成２８年度大仙市内小友財産区特別会計予算
平成２８年度大仙市大川西根財産区特別会計予算
平成２８年度大仙市荒川財産区特別会計予算
平成２８年度大仙市峰吉川財産区特別会計予算
平成２８年度大仙市船岡財産区特別会計予算
平成２８年度大仙市淀川財産区特別会計予算
平成２８年度市立大曲病院事業会計予算
平成２８年度大仙市上水道事業会計予算
固定資産評価審査委員会委員の選任について
仙北中央地区簡易水道浄・配水場建設工事請負契約の締結について
平成２７年度大仙市一般会計補正予算（第８号）
平成２７年度大仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）
大仙市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について
ＴＰＰ交渉に関する請願
労働時間と解雇の規制強化を求める陳情
全国一律最低賃金制度の実現をはじめ、最低賃金の改善と中小企業
支援の拡充を求める陳情
「平和安全保障関連法」の廃止を求める陳情書
労働時間と解雇の規制強化を求める意見書
全国一律最低賃金制度の実現をはじめ、最低賃金の改善と中小企業
支援の拡充を求める意見書
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上
程
さ
れ
た
議
案
は
関
係
各

委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
質
疑
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

条
例
案
10
件
、
単
行
案
１
件
、

補
正
予
算
案
４
件
、
当
初
予
算

案
10
件
、
陳
情
１
件
を
審
査
し

ま
し
た
。

　　
公
文
書
館
の
使
用
年
数
は

【
問
】公
文
書
館
は
、
現
在
の
旧

双
葉
小
学
校
を
使
用
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
が
、
施
設
の
状
況

か
ら
も
、
こ
の
先
、
何
十
年
続

け
ら
れ
る
の
か
。

【
答
】建
物
の
耐
用
年
数
と
収
蔵

能
力
を
考
え
た
場
合
、
お
お
よ

そ
30
年
以
上
は
使
用
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

実
施
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
案
内
看
板
に
つ
い
て
は
、

国
際
花
火
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
関
連

の
予
算
で
対
応
し
て
ま
い
り
た

い
。

　
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
は
あ
る
か

【
問
】秋
の
実
り
フ
ェ
ア
の
主
会

場
を
大
曲
ヒ
カ
リ
オ
に
移
動
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
十
分
な
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
る
か
。

【
答
】大
曲
ヒ
カ
リ
オ
周
辺
の
に

ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
に
移

動
す
る
も
の
で
、
花
火
通
り
商

店
街
で
の
軽
ト
ラ
市
な
ど
周
辺

施
設
等
も
活
用
し
て
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
し
た
い
。

　
プ
レ
ミ
ア
分
全
額
補
助
を

【
問
】が
ん
ば
る
商
店
等
支
援
事

業
の
商
品
券
発
行
支
援
に
つ
い

て
、
こ
れ
は
す
べ
て
消
費
者
に

還
元
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
プ
レ

ミ
ア
分
全
額
の
補
助
は
で
き
な

い
か
。

【
答
】昨
年
は
ニ
コ
ニ
コ
商
品
券

の
反
響
が
あ
り
、
単
年
度
に
限

り
要
綱
を
改
正
し
全
額
補
助
と

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
後
検

討
し
た
い
。

　
固
定
資
産
税
率
引
き
下
げ
を

【
問
】水
田
の
基
盤
整
備
率
が
高

く
、
転
作
等
で
大
豆
や
枝
豆
が

作
ら
れ
て
い
る
。
水
田
と
し
て

よ
り
も
畑
と
し
て
使
っ
て
い
る

現
状
か
ら
、
固
定
資
産
税
率
を

畑
地
並
み
に
引
き
下
げ
で
き
な

い
か
。

【
答
】基
盤
整
備
は
水
田
の
区
画

拡
大
等
の
整
備
を
行
い
、
ほ
場

整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
固

定
資
産
評
価
基
準
か
ら
も
水
田

と
な
り
、
畑
地
と
し
て
評
価
で

き
な
い
。

　
消
防
本
部
の

　
　
　
　
床
面
積
増
の
理
由
は

【
問
】広
域
消
防
本
部
の
改
築
は
、

現
在
の
建
物
床
面
積
の
約
２
．

５
倍
と
な
っ
て
い
る
が
。

【
答
】は
し
ご
車
・
大
型
化
学
車
・

救
急
工
作
車
等
、
車
両
の
大
型

化
に
加
え
、
消
防
車
両
が
昭
和

57
年
に
は
12
台
、
現
在
は
17
台
。

消
防
職
員
も
59
人
で
発
足
し
た

が
、
現
在
は
84
人
の
25
人
増
と

な
っ
て
い
る
。
執
務
環
境
を
整

え
る
上
で
仮
眠
室
も
個
室
化
を

図
り
、
訓
練
棟
も
含
め
、
建
物

床
面
積
４
５
０
０
㎡
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

　
墓
園
整
備
の
発
注
は

【
問
】大
曲
墓
園
の
整
地
、
区
画

の
工
事
、
墓
石
を
一
括
と
い
っ

た
競
争
入
札
を
検
討
し
て
い
る

が
、
整
地
、
区
画
の
工
事
と
上

物
と
な
る
墓
石
の
工
事
を
分
け

て
発
注
で
き
な
い
か
。

【
答
】28
年
度
は
48
区
画
の
墓
石
、

石
付
の
規
制
区
画
を
検
討
し
て

い
た
が
、
上
物
の
墓
石
に
つ
い

て
は
自
由
に
選
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、
予
算
の
範
囲
内
で
検

討
し
た
い
。

　
高
校
生
の
医
療
費
無
料
化
を

【
問
】中
学
生
の
医
療
費
無
料
化

に
向
け
、
平
成
27
年
８
月
診
療

分
よ
り
実
施
し
て
き
た
が
、
今

後
は
高
校
３
年
生
ま
で
医
療
費

無
料
化
を
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

【
答
】大
仙
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
素
案
に

も
掲
げ
て
い
る
が
、
財
政
状
況

を
踏
ま
え
、
中
学
生
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
を
確
実
に
継
続
し

て
い
き
た
い
。

　

条
例
案
８
件
、
単
行
案
４
件
、

補
正
予
算
案
２
件
、
当
初
予
算

案
１
件
、
請
願
１
件
、
陳
情
２

件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
住
民
投
票
の
検
討
は

【
問
】だ
い
せ
ん
ま
ち
づ
く
り
条

例
の
中
に「
住
民
投
票
に
つ
い

て
、
別
に
定
め
る
条
例
に
よ
っ

て
実
施
す
る
」と
あ
る
が
、
検

討
は
さ
れ
て
い
る
か
。

【
答
】必
要
に
応
じ
て
、
事
案
ご

と
に
条
例
を
定
め
て
実
施
し
て

い
き
た
い
。

　
営
業
時
間
の
拡
大
を

【
問
】新
幹
線
利
用
者
も
観
光
情

報
セ
ン
タ
ー
を
利
用
で
き
る
よ

う
、
新
幹
線
発
着
時
刻
に
合
わ

せ
た
営
業
を
す
べ
き
で
は
。

【
答
】現
在
は
午
前
９
時
か
ら
午

後
６
時
ま
で
の
営
業
だ
が
、
時

差
出
勤
等
に
よ
り
利
用
時
間
の

拡
大
を
検
討
し
た
い
。

　
迎
え
入
れ
る
体
制
は

【
問
】国
際
花
火
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
海
外
か
ら

来
る
お
客
さ
ん
へ
の
対
応
と
し

て
、
無
線
を
利
用
し
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る「
Ｗ

ｉ
|
Ｆ
ｉ（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）」環

境
の
整
備
や
案
内
看
板
の
設
置

も
必
要
で
は
な
い
か
。

【
答
】Ｗ
ｉ
|
Ｆ
ｉ
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
宿
泊
施
設
を
対
象
に

委員会審査のあらまし

▲公文書館が設置される旧双葉小学校

総
務
民
生
常
任
委
員
会

企
画
産
業
常
任
委
員
会
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条
例
案
４
件
、
単
行
案
１
件
、

補
正
予
算
案
３
件
、
当
初
予
算

案
５
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
家
族
の
負
担
の
軽
減
は

【
問
】今
後
、
団
塊
世
代
の
高
齢

化
が
進
む
中
で
、
在
宅
介
護
す

る
家
族
の
負
担
を
軽
減
す
る
措

置
が
必
要
と
思
う
が
、
支
援
策

等
考
え
て
い
る
か
。

【
答
】従
来
、家
族
に
対
し
て「
月

５
千
円
の
介
護
慰
労
金
支
給
事

業
」「
介
護
用
品
支
給
事
業
」「
ス

ト
レ
ス
軽
減
目
的
の
家
族
介
護

者
交
流
事
業
」を
行
っ
て
い
る

が
、
28
年
度
か
ら
新
た
に「
在

宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
」

「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
」

「
認
知
症
地
域
支
援
・
ケ
ア
向

上
事
業
」の
３
つ
の
事
業
を

行
っ
て
い
く
。

　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

　
　
　
２
０
１
７
の
参
加
者
は

【
問
】各
競
技
の
参
加
人
数
は
。

【
答
】将
棋
約
２
２
０
名
・
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
約
４
３
０
名
で
あ

る
が
、
各
県
の
多
く
の
大
会
関

係
者
や
応
援
団
の
来
場
を
見
込

ん
で
い
る
。

ち
切
り
を
続
け
て
い
く
と
す
れ

ば
、
補
助
を
受
け
た
市
民
と
受

け
な
い
市
民
と
の
間
に
差
が
生

じ
て
く
る
の
で
は
。

【
答
】例
年
12
月
あ
た
り
で
申
請

が
大
体
終
了
す
る
が
、
万
が
一
、

予
算
が
満
額
に
到
達
し
た
後
に

申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
次
年
度

の
４
月
ま
で
待
っ
て
い
た
だ
き
、

次
年
度
に
申
請
さ
れ
た
際
に
は

優
先
的
に
受
理
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。

　
水
道
料
金
は
ど
う
な
る

【
問
】市
民
か
ら
、
簡
易
水
道
の

会
計
が
企
業
会
計
に
な
る
と
赤

字
に
な
り
、
水
道
料
金
を
値
上

げ
す
る
の
で
は
と
の
声
が
あ
る

が
。

【
答
】簡
易
水
道
の
料
金
に
つ
い

て
は
段
階
的
に
引
き
上
げ
て
い

る
。
平
成
28
年
度
に
第
３
回
目

の
改
定
が
あ
り
、
平
成
31
年
度

の
中
仙
・
仙
北
地
域
の
改
定
で

最
終
で
あ
る
。
料
金
が
高
額
に

な
ら
な
い
よ
う
一
定
の
と
こ
ろ

で
抑
え
な
が
ら
、
利
用
者
か
ら

負
担
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
の

が
改
定
の
方
針
で
あ
る
。
企
業

会
計
移
行
と
進
行
中
の
料
金
改

定
は
分
け
て
考
え
て
お
り
、
現

段
階
で
は
現
在
の
改
定
方
針
ど

お
り
の
料
金
と
す
る
。

　
待
機
児
童
の
解
消
を

【
問
】横
堀
小
学
校
の
余
裕
教
室

を
活
用
し
て
の
児
童
ク
ラ
ブ
新

設
は
画
期
的
で
あ
る
。
今
後
も

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
推
進

し
て
ほ
し
い
。

【
答
】市
と
教
育
委
員
会
で
余
裕

教
室
の
提
供
に
つ
い
て
基
本
協

定
を
締
結
し
、
今
回
は
教
育
委

員
会
と
仙
北
支
所
の
協
力
で
、

横
堀
小
学
校
か
ら
広
い
ス
ペ
ー

ス
の
提
供
を
受
け
た
。
現
在
、

八
乙
女
児
童
ク
ラ
ブ
で
待
機
児

童
が
発
生
し
て
お
り
、
豊
川
小

学
校
・
豊
岡
小
学
校
の
余
裕
教

室
の
利
用
に
向
け
、
教
育
委
員

会
や
中
仙
支
所
と
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
特
定
健
診
の
会
場
は

【
問
】特
定
健
診
の
受
診
率
が
伸

び
悩
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

検
診
会
場
は
何
カ
所
か
。
ま
た
、

１
会
場
何
人
の
受
診
者
を
見
込

ん
で
い
る
の
か
。

【
答
】西
部
地
域
13
カ

所
、
中
央
12
カ
所
、

東
部
９
カ
所
で
あ
る
。

受
診
会
場
で
は
特
定

健
診
の
ほ
か
、
後
期

高
齢
者
検
診
も
行
っ

て
お
り
、
合
わ
せ
て

１
日
１
会
場
１
０
０

人
以
上
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　
川
の
ま
ち
歴
史
交
流
館

　
　
　
　
整
備
事
業
の
予
算
は

【
問
】予
算
額
の
内
訳
は
。
ま
た
、

今
後
の
予
算
規
模
は
。

【
答
】土
地
取
得
費
３
４
０
０
万

円
、
解
体
整
備
費
１
６
０
０
万

円
、
調
査
費
１
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
29
年
度
８
５
０

０
万
円
、
30
年
度
５
７
０
０
万

円
、
31
年
度
４
千
万
円
、
そ
の

後
８
０
０
万
円
、
１
０
０
万
円

と
計
画
し
て
い
る
。

　
全
国
５
０
０
歳
野
球

　
プ
レ
大
会
の
参
加
チ
ー
ム
は

【
問
】参
加
予
定
12
チ
ー
ム
の
選

定
基
準
は
。

【
答
】県
内
４
・
県
外
８
チ
ー
ム

を
見
込
ん
で
い
る
。
１
県
１

チ
ー
ム
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
12

チ
ー
ム
以
上
を
目
指
し
た
い
。

　

条
例
案
５
件
、
単
行
案
８
件
、

補
正
予
算
案
８
件
、
当
初
予
算

案
８
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
浄
化
槽
設
置
補
助
金
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
容
は

【
問
】合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

に
つ
い
て
、
市
内
業
者
が
施
工

し
た
場
合
と
市
外
業
者
の
施
工

し
た
場
合
の
工
事
費
に
差
が
あ

り
、
市
内
業
者
の
方
が
高
く
な

い
か
と
の
市
民
の
声
が
あ
る
が
。

【
答
】浄
化
槽
の
補
助
金
は
、 

基

準
額
と
し
て
国
・
県
・
市
で
３
分

の
１
ず
つ
補
助
金
を
交
付
し
て

お
り
、
さ
ら
に
市
内
業
者
が
施

工
で
あ
れ
ば
、
市
の
基
準
額
と

同
額
の
補
助
金
を
嵩
上
げ
し
て

交
付
し
て
い
る
。
補
助
申
請
の

内
容
に
つ
い
て
は
単
価
等
を
十

分
に
検
討
し
、
高
額
と
な
っ
て

い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
り
、

今
後
も
丁
寧
な
審
査
に
努
め
る
。

　
市
民
の
間
に

　
　
　
　
　
差
が
生
じ
な
い
か

【
問
】住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
の

補
助
金
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
、

交
付
決
定
額
が
当
初
予
算
に
到

達
次
第
、
申
請
を
打
ち
切
り
に

す
る
と
し
て
い
る
。
今
後
も
打

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会
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◆
議
会
報
告
会
の

　
　
　
　
　
開
催
状
況
を
学
ぶ

　
２
月
９
日
・
10
日
の
２
日
間

の
日
程
で
長
野
県
長
野
市
・
上

田
市
を
訪
問
し
、「
議
会
報
告

会
」
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
し

ま
し
た
。

　
長
野
市
の
人
口
は
約
38
万
人

で
す
が
、
議
会
報
告
会
へ
の
参

加
者
は
、
70
名
か
ら
１
０
０
名

と
の
こ
と
で
す
。
長
野
市
議
会

の
議
会
報
告
会
は
現
在
曲
が
り

角
に
き
て
お
り
、「
今
何
が
論

点
に
な
っ
て
い
る
の
か
明
確
に

す
る
」「
テ
ー
マ
別
、
事
業
別

の
報
告
会
が
必
要
で
は
な
い

か
」
な
ど
、
議
会
報
告
会
の
や

り
方
を
考
え
る
時
期
に
き
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
上
田
市
議
会
の
議
会
報
告
会

は
平
成
23
年
度
か
ら
始
ま
り
、

約
４
０
０
名
の
市
民
が
参
加
し

て
お
り
ま
す
が
、
平
成
27
年
度

か
ら
は
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
を

改
め
、
思
い
切
っ
て
、
テ
ー
マ

別
の
車
座
集
会
に
切
り
替
え
た

と
の
こ
と
で
す
。テ
ー
マ
は「
防

災
」「
ゴ
ミ
の
減
量
化
」「
大
河

ド
ラ
マ
を
生
か
し
た
産
業
の
活

性
化
」「
認
知
症
対
策
」
で
、「
大

河
ド
ラ
マ
を
生
か
し
た
産
業
の

活
性
化
」
に
は
若
い
人
た
ち
の

参
加
が
多
く
、「
認
知
症
対
策
」

に
は
女
性
の
参
加
が
多
か
っ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
マ
ス
コ
ミ

の
反
応
も
含
め
、
参
加
住
民
の

反
応
は
非
常
に
良
か
っ
た
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
仙
市
議
会
の
議
会
報
告
会

の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
テ
ー

マ
を
設
け
る
な
ど
、
議
会
報
告

会
の
や
り
方
に
工
夫
が
必
要
で

あ
る
と
感
じ
た
今
回
の
調
査
で

し
た
。

　（
委
員
長
　
石
塚
　
柏
　
記
）

　◆
議
会
改
革
の

　
　
　
　
　
実
施
状
況
を
研
修

　
１
月
20
日
・
21
日
の
２
日
間
、

神
奈
川
県
横
須
賀
市
、
鎌
倉
市

を
視
察
し
ま
し
た
。

　
横
須
賀
市
議
会
で
は
、
議
会

制
度
検
討
会
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。議
会
の
改
革
・
改

善
す
べ
き
点
に
つ
い
て
議
員
・

市
役
所
各
分
野
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
っ
て
項
目
ご
と
に
分
け
、

至
急
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
案

件
は
議
会
運
営
委
員
会
で
検
討
、

長
期
的
な
案
件
は
議
会
制
度
検

討
会
で
検
討
と
役
割
分
担
さ
れ

て
お
り
、
議
会
制
度
検
討
会
は

議
会
運
営
委
員
会
に
比
べ
て
柔

軟
に
開
催
で
き
、
頻
繁
に
そ
し

て
深
く
審
査
で
き
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
ま
た
、
議
員
が
提
出

し
た
議
案
に
対
し
て
市
民
の
声

を
聞
く
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
」
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
通

年
議
会
の
導
入
、
議
会
定
数
見

直
し
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
鎌
倉
市
議
会
で
は
、
議
員
提

案
政
策
条
例
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。議
員
提
案
の「
自

転
車
安
全
利
用
促
進
条
例
」
を

制
定
に
こ
ぎ
着
け
る
ま
で
の
説

明
を
受
け
、
今
後
は
市
民
と
の

テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
だ
議
会
報
告

会
・
情
報
交
換
会
等
で
、新
し
い

テ
ー
マ
を
見
い
だ
し
て
い
き
た

い
、
ま
た
、
専
門
的
知
見
者
の

ア
ド
バ
イ
ス
・
講
話
等
を
受
け

な
が
ら
、
活
性
化
に
結
び
つ
け

て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
今
後
は
両
市
議
会
の
改
革
を

参
考
に
、
我
が
議
会
改
革
推
進

会
議
で
も
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　（
委
員
長
　
小
山
緑
郎
　
記
）

　

第
１
回
臨
時
会
が
１
月
29
日

に
招
集
さ
れ
、
専
決
処
分
報
告

１
件
、
条
例
案
３
件
、
単
行
案

３
件
、
補
正
予
算
案
11
件
が
上

程
さ
れ
、
承
認
・
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▼
大
仙
市
一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
人
事
院
勧
告
を
受
け
た
国
の

一
般
職
の
給
与
改
定
に
倣
い
、

平
成
27
年
度
及
び
平
成
28
年
度

の
一
般
職
の
給
与
が
改
定
さ
れ

ま
し
た
。

▼
平
成
27
年
度
大
仙
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）（
全

会
一
致
で
可
決
）

　
人
事
院
勧
告
に
よ
る
給
与
改

定
や
人
事
異
動
等
に
伴
う
一
般

職
員
の
人
件
費
９
０
１
２
万
２

千
円
、
国
の
補
正
予
算
成
立
に

伴
い
実
施
さ
れ
る
臨
時
福
祉
給

付
金
事
業
に
係
る
平
成
27
年
度

分
の
事
務
費
８
０
２
万
２
千
円

な
ど
で
、
補
正
後
の
予
算
総
額

は
４
７
７
億
６
６
３
万
９
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

先進地に学ぶ

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

議
会
改
革
推
進
会
議

▲長野市での研修の様子

▲鎌倉市での研修の様子

▲横須賀市の議会改革を学ぶ

▲上田市の議会報告会を学ぶ

第
１
回
臨
時
会



本会議第１日（市政報告・議案上程等）

本会議第２日（一般質問）

本会議第３日（一般質問、議案質疑、委員会付託）

　　　　  常任委員会審査

本会議第４日（委員長報告、質疑、討論、表決）
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だいせん市議会だより　平28.4市 民 の 声

　私の住んでいる地域も間違いなく過疎化が確実に

進み、ここ10年間で12世帯・82人の減少と、まさに
限界集落である。

　歯止め策として、こんなことはどうだろう。18歳
から選挙権を与えられるのを機に、若者の考えてい

る故郷とは？　大々的なディスカッションの場を設

ける、懸賞方式で提言を募ってみる、発信力のある

国際教養大生の力を借りる、というのも一策だろう。

斬新なヒントが得られるのではないだろうか。

　また、当地域にはインターチェンジがある。物流

の拠点はもちろんだが、このインターチェンジを

もっと有効に活用した政策の実行に積極的に取り組

むべきだと思う。

　地元の埋もれた歴史の掘り起こしや、原風景を観

光資源として活用した交流人口の拡大を「路の窓口」

として、近隣市町村とタイアップしながら進めるこ

とが大事だろう。

　願わくは、大仙市に生まれ、育って良かったと言

われる街を子々孫々に残していくためにも「おおき

なせなかに」を見て子どもたちが育つように、議員

各位の英知の結集をこいねがい、期待するものであ

る。　　　　　　　　　　　（大曲地域　70代男性）

６月定例会日程のお知らせ

◆大地の会
　平成28年3月23日～25日
　○山口県周南市

　　（水素利活用の取り組みについて）

　○島根県邑南町

　　（日本一の子育て村構想について）

◆新政会・市民クラブ
　平成28年2月3日～5日
　○茨城県稲敷市

　　（人口減少対策について）

　○茨城県つくば市「㈱みずほ」

　　（みずほの運営等について）

　平成28年3月25日～26日
　○新潟県三条市

　　（業務の繁閑に応じた併任辞令の取り組みについて）

　○新潟県新潟市「アグリパーク」

　　（アグリパークの概要について）

◆だいせんの会
　平成28年2月3日～5日
　○沖縄県那覇市

　　（陸上自衛隊那覇駐屯地視察）

　○沖縄県名護市

　　（名護市議会議員との意見交換）

５月30日（月）
６月９日（木）
　　10日（金） 
　　13日（月）・14日（火）
　　20日（月）

※現時点での予定であり、変更される場合があります。

　変更内容は随時、議会ホームページでご案内しています。

議長交際費（1月1日～3月31日)
件　数 金　額

900,000円
635,538円
135,560円

0円
113,000円
22,560円
128,902円

74件
21件
0件
17件
4件

訳
　
内

予　算　額
既 支 出 額
今回支出額

予 算 残 額

弔　慰
慶　祝
協　賛

「懲罰」
　懲罰とは、議員が地方自治法及び会議規則並びに

委員会条例に反し、議会の秩序を乱した場合、議会

がその規律と品位を保持するために行いうる措置を

いいます。

　懲罰の対象となるのは、現在議員として在任して

いる者のみとなります。そして懲罰の対象となるに

は、現に議員であるというだけではなく、当該議員

の議会の秩序を乱した言動が、原則として本会議ま

たは委員会における議会の活動の一環としての言動

であることが必要です。

　そのため、議員が議会外のプライベートな場で

行った言動については、本会議または委員会におけ

る開会中の言動ではないので、懲罰の対象とするこ

とはできません。

先進地に学ぶ（会派行政視察）皆
さ
ま
の
傍
聴
を

　
お
待
ち
し
て
い
ま
す

用語の解説用語の解説



だ
い
せ
ん
市
議
会
だ
よ
り
　
 第
4
4
号
　
　
■
発
行
/大
仙
市
議
会
　
　
〒
014-8601　

秋
田
県
大
仙
市
大
曲
花
園
町
１
番
１
号
　
TEL0187-63-1111（

代
） 　
  編
集
/大
仙
市
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　
　
印
刷
/株
式
会
社
松
本
印
刷

編
集
後
記
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新
し
い
年
度
を
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
新

た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　
今
冬
は
降
雪
も
少
な
く
、
例
年

ニ
ュ
ー
ス
等
で
痛
ま
し
い
雪
下
ろ
し
作

業
中
の
事
故
も
少
な
く
、
市
民
生
活
に

と
っ
て
は
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
今
、
全
国
各
市
で
議
会
改
革
が
検
討

さ
れ
「
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
」「
活

動
す
る
議
会
」
を
目
指
し
、
そ
の
実
行

に
努
力
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
選
挙
権
年

齢
も
18
歳
か
ら
に
改
正
さ
れ
、
さ
ら
に

若
者
か
ら
関
心
を
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
主
役
で
あ
る
市
民
の
た
め
に
わ
か
り

や
す
く
、
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
議
会
報

を
目
指
し
て
さ
ら
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
副
委
員
長
　
小
山
緑
郎
　
記
）

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　

　
委

員

長
　
石
塚
　
柏

　
副
委
員
長
　
小
山
緑
郎

　
委
　
　
員
　
秩
父
博
樹

　
　
　
　
　
　
佐
藤
育
男

　
　
　
　
　
　
佐
藤
文
子

　
　
　
　
　
　
橋
村
　
誠

　
　
　
　
　
　
高
橋
幸
晴

　
　
　
　
　
　
小
松
栄
治

　
　
　
　
　
　
渡
邊
秀
俊

　
　
　
　
　
　
大
山
利
吉

真田丸とのつながりも･･･「旧亀田街道」
大仙市の名勝巡り（西仙北地域）大仙市の名勝巡り（西仙北地域）

Apr.2016 DAISEN City Council News 市政懇談会のお知らせ

大仙市議会  市政懇談会を開催

「より開かれた議会を目指し」
６月２７日（月）～７月１日（金）

広く市民の皆様のご意見を
お聞かせください。

【お問い合わせ先】
　議会事務局
　℡ 63-1111（内線303）

　市議会では、市政の諸課題に柔軟に対応するため、
市政全般にわたって、市民と自由に意見を交換する、
市政懇談会を、次の日程で開催します。
市民の皆さんのご参加をお待ちしています。

※夜も開催します。（6/27 はぴねす大仙）　大曲地域以外の方もご参加ください。
　日程については変更になる場合があります。変更についてはチラシ等でお知らせします。

開催日

6月27日（月）

6月28日（火）

6月29日（水）

6月30日（木）

7月1日（金）

場　　　所 時　　間
南外コミュニティセンター(南外字下袋218)
はぴねす大仙(幸町2-70)
内小友公民館(内小友字仙北屋68-2)
角間川公民館(角間川町字四上町1)
神岡福祉センター(神宮寺字蓮沼17)
中仙農村環境改善センター(北長野字茶畑141)
西仙北支所(刈和野字本町5)
協和支所(協和境字野田4)
太田文化プラザ(太田町太田字新田田尻3-4)
仙北支所(高梨字田茂木10)

午前10時～
午後7時～
午前10時～
午後1時30分～
午前10時～
午後1時30分～
午前10時～
午後1時30分～
午前10時～
午後1時30分～

　旧亀田街道は、由利本荘市松ヶ崎から亀田（由利本荘市岩城亀田）を

経て大仙市刈和野へと通じる街道で、亀田藩主が参勤交代のときに使用

したことから「殿様道」とも呼ばれました。現在は約1.3㎞程が当時の
面影を残しており、毎年８月に「亀田街道まつり」と称して大名行列が

歩を進めます。緑深い杉並木を行列が進むその様子は趣にあふれます。

　表題のワケは、実は亀田藩主・岩城宣隆の正室「顕性院殿（お田の方）」

は、現在ＮＨＫ大河ドラマで放映されている「真田丸」の主人公である

真田幸村の五女なのです。

　真田幸村と縁につながる亀田街道…。

ぜひ一度、訪れてみてはいかがでしょ

うか。

（大山利吉　記）
▲毎年８月下旬に行われる「亀田街道まつり」

▶
旧
亀
田
街
道
の
現
在
の
様
子

えにし




